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１ 調査の目的                                       

 

災害時は、断水、停電、ガス停止などライフラインへの影響に加え、流通機能の麻痺に伴い食料などの 

生活物資の入手が困難になる事態が想定される。 

 そのため福岡県では、日常の食料を多めに購入し、消費の都度買い足すことにより常に一定量の食材を 

保有する方法も含め、飲料水、食料などの生活物資の３日分以上の備蓄に努めるよう呼びかけをふくおか 

県政出前講座等で行っている。 

 現在の県民の備蓄意識、各家庭における食料などの備蓄の状況を把握し、今後の施策の参考とする。 

 
２ 調査時期                                        

 

  令和５年９月１５日～令和５年１０月３日（第３回） 

 

３ 回答者の構成                                      

 

  計 北九州 福岡 筑後 筑豊 

総数 - 
373 

（100%） 
90 

（24.1%） 
197 

（52.8%） 
56 

（15.0%） 
30 

（8.0%） 

性別 

女性 
206 

（55.2%） 
55 104 29 18 

男性 
165 

（44.2%） 
35 92 26 12 

その他 
2 

（0.5％） 
0 1 0 1 

年代別 

20 代以下 
60 

（16.1%） 
14 31 11 4 

30 代 
63 

（16.9%） 
14 33 11 5 

40 代 
72 

（19.3%） 
16 38 12 6 

50 代 
67 

（18.0%） 
18 35 10 4 

60 代 
84 

（22.5%） 
23 41 12 8 

70 代以上 
27 

（7.2%） 
5 19 0 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 回答結果                                        

 

 

 
 

問１－２ ４日以上は、何日分か具体的に。 

 

回答（抜粋）※１人未回答 

 

・４日分 ４人 ・５日分 ８人 ・６日分 ３人  ・７日分 ８人 

・８日分～１４日分 １４人 ・１５日分以上 ５人 

 

23.2%

19.5%
22.0%

11.0%

24.3%25.2%

21.4%

16.4%

11.8%

25.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

１日分 ２日分 ３日分 ４日分以上 備蓄なし

対前年度比較

令和４年度 令和５年度

問１ あなたは、飲料水を何日分備蓄（買い置き）していますか。（１つだけ） 

  

１ １日分              ４ ４日分以上（何日分か具体的に） 

２ ２日分              ５ 飲料水は備蓄（買い置き）していない 

３ ３日分 

 

回答 

 

 

  
令和５年度 令和４年度 対前年度 

合計 合計 増減 

回答者数 373 354 19 

 １日分 
94 82 12 

25.2% 23.2% 2.0% 

 ２日分 
80 69 11 

21.4% 19.5% 2.0% 

 ３日分 
62 78 -16 

16.6% 22.0% -5.4% 

 ４日分 

以上 

43 39 4 

11.5% 11.0% 0.5% 

備蓄なし 
94 86 8 

25.2% 24.3% 0.9% 

25.2%

21.4%

16.4%

11.8%

25.2%

１日分

２日分

３日分

４日分以上

備蓄なし

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

令和５年度合計

（飲料水備蓄状況）



問２ あなたは、食料を何日分備蓄（買い置き）していますか。（１つだけ） 

 

１ １日分              ４ ４日分以上（何日分か具体的に） 

２ ２日分              ５ 食料は備蓄（買い置き）していない 

３ ３日分 

 

回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２－２ ４日以上は、何日分か具体的に。 

 

回答（抜粋）※１人未回答 

・４日分  ３人 ・５日分 ５人 ・６日分 ２人 ・７日分 ２４人 

・８日分～１４日分 １１人 ・１５日分以上 ６人 

 

  
令和５年度 令和４年度 対前年度 

合計 合計 増減 

回答者数 373 354 19 

１日分 
56 47 9 

15.0% 13.3% 1.7% 

２日分 
89 104 -15 

23.9% 29.4% -5.5% 

３日分 
119 132 -13 

31.9% 37.3% -5.4% 

４日分 

以上 

52 41 11 

13.9% 11.6% 2.4% 

備蓄して

いない 

57 30 27 

15.3% 8.5% 6.8% 

13.3%

29.4%

37.3%

11.6%
8.5%

15.0%

23.9%

31.9%

13.9% 15.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

１日分 ２日分 ３日分 ４日分以上 備蓄なし

対前年度比較

令和４年度 令和５年度

15.0%

23.9%

31.9%

13.9%

15.3%

１日分

２日分

３日分

４日分以上

備蓄なし

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

令和５年度合計

（食糧備蓄状況）



問３ 問１または問２で「５（備蓄していない）」を選択された方にお尋ねします。 

あなたが飲料水や食料を備蓄（買い置き）していないのはなぜですか。（１つだけ） 

  

 １ 災害がすぐには起きないと思うから 

 ２ 消費期限等の管理が難しく、面倒だから 

 ３ 忙しく時間がないから 

 ４ 必要ないと思っているから 

 ５ 避難所に避難すれば必要な物資を供給してくれると思っているから 

 ６ その他（具体的に） 

 

回答 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３－２ その他（具体的に） 

 

回答（抜粋） 

・備蓄を置いておくスペースを確保できないため。 

・備蓄の必要量を知らないため。 

・備蓄を購入する金銭的な余裕がないため。 

  
令和５年度 令和４年度 対前年度 

合計 合計 増減 

回答者数 103 78 25 

1 すぐに
災害は起
きないた
め 

15 9 6 

14.6% 11.5% 3.0% 

2 管理が
困難なた
め 

47 22 25 

45.6% 28.2% 17.4% 

3 多忙な
ため 

10 11 -1 

9.7% 14.1% -4.4% 

4 必要と
思わない
ため 

7 13 -6 

6.8% 16.7% -9.9% 

5 避難所
に物資が
あるため 

2 7 -5 

1.9% 9.0% -7.0% 

6 その他 
22 16 6 

21.4% 20.5% 0.8% 

45.6%

14.6%

9.7%

6.8%

1.9%

21.4%

管理が困難なため

すぐに災害は起きないため

多忙なため

必要と思わないため

避難所に物資があるため

その他

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%

令和５年度合計

（買い置きをしない理由）

11.5%

28.2%

14.1% 16.7%

9.0%

20.5%
14.6%

45.6%

9.7% 6.8%
1.9%

21.4%

す
ぐ
に
災
害
は

起
き
な
い
た
め

管
理
が
困
難
な

た
め

多
忙
な
た
め

必
要
と
思
わ
な

い
た
め

避
難
所
に
物
資

が
あ
る
た
め

そ
の
他

対前年度比較 令和４年度 令和５年度



問４ 災害時に役立つ生活物資として、どのようなものを保有していますか。 

該当するものをすべて選んでください。 

 

 １ 救急セット              ６ 乾電池（買い置き分） 

 ２ 簡易トイレ              ７ 寝袋 

 ３ 卓上コンロ・ガスボンベ        ８ その他（具体的にいくつでも） 

 ４ 懐中電灯               ９ 特に保有していない 

 ５ 携帯ラジオ 

 

回答  

  
令和５年度 

合計 

令和４年度 

合計 

対前年度 

増減 

  令和５年度 

合計 

令和４年度 

合計 

対前年度 

増減  

回答者数 373 354 19 
 
携帯ラジオ 

164 169 -5 

 44.0% 47.7% -3.8% 

救急セット 
180 179 1  

乾電池 
274 267 7 

48.3% 50.6% -2.3%  73.5% 75.4% -2.0% 

簡易トイレ 
108 112 -4  

寝袋 
94 82 12 

29.0% 31.6% -2.7%  25.2% 23.2% 2.0% 

卓上コンロ 
206 190 16  

その他 
36 44 -8 

55.2% 53.7% 1.6%  9.7% 12.4% -2.8% 

懐中電灯 
322 309 13  

保有なし 
23 17 6 

86.3% 87.3% -1.0%  6.2% 4.8% 1.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４-２ その他で備蓄しているもの 

 

回答（抜粋） 

・生理用品 ・モバイルバッテリー ・非常持ち出し袋 ・ヘルメット ・アルミシート ・小銭 

・除菌シート ・子供のオムツ ・ビニール袋 ・トイレットペーパー ・ポリタンク ・テント 

・ラップ ・警笛 ・紙皿 ・ペーパータオル ・オーラルケア用品 ・マスク ・安全靴 ・長靴  

・軍手 ・カッパ ・簡易浄水器 ・防寒マント ・保険証のコピー ・常備薬 ・マッチ ・毛布 

・ろうそく ・キャンプ道具 ・給水袋 ・ペット用品 ・充電式小型扇風機 ・ロープ  等 

50.6%

31.6%

53.7%

87.3%

47.7%

75.4%

23.2%
12.4%

4.8%

48.3%

29.0%

55.2%

86.3%

44.0%

73.5%

25.2%

9.7% 6.2%

救急セット 簡易トイレ 卓上コンロ 懐中電灯 携帯ラジオ 乾電池 寝袋 その他 保有なし

対前年度比較

令和４年度 令和５年度



問５ あなたは、すぐに持ち出せるよう非常用持出袋を準備していますか。 

 

 １ 準備している 

 ２ 準備していない 

 

回答 

 

 

 

 

問６ あなたは、災害への備えとして、大きな文字と簡単な操作で、今いる場所や登録した市町村の気

象や避難情報等がすぐにわかる県独自の防災アプリ「ふくおか防災ナビ・まもるくん」を利用して

いますか。 

 

１ 利用している 

２ 利用していない 

 

回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.0%

63.0%

32.2%

67.8%

準備あり 準備なし

対前年度比較

令和４年度 令和５年度

  
令和５年度 令和４年度 対前年度 

合計 合計 増減 

回答者数 373 354 19 

準備あり 
120 131 -11 

32.2% 37.0% -4.8% 

準備なし 
253 223 30 

67.8% 63.0% 4.8% 

  
令和５年度 

合計 

回答者数 373 

利用している 
65 

17.4% 

利用していない 
308 

82.6% 

32.2%

67.8%

令和５年度合計

（非常用持出袋の準備）

準備あり

準備なし

17.4%

82.6%

令和５年度合計

（防災アプリの利用）

利用している

利用していない



問７ 災害時の備蓄について、これまでの設問以外に意見がありますか。 

（抜粋） 

・以前食料はある程度は備蓄していたが、賞味期限も気になり夏休みで子ども達が家にいる時に食べ

てしまった。いつ災害がきても大丈夫なように食べた分は新しく買い足すようにしなければいけな

いと改めて思った。 

・情報が交錯していて必要なものは結局何なのか分からなくなる。実際にこういうものが必要、これ

は必要なかったなどサイトを見ても人によって様々。そのすべてを集めると膨大な量になり、保管

場所がなくなるしそれを持って避難するとなると重すぎて持っていけるのだろうかと不安になる。

荷物だけでも不安だが、小さな子どもと 2 人暮らしのため子どもを抱えて荷物を持つとなると現実

的に持っていけるものは少ないから最低限のものだけ準備しておこうという結論になり、今に至

る。そのため我が家には備蓄がほぼない状態。 

・災害は、自分の所には起こらないだろうと思い込んでいる。また、避難場所になっている市民セン

ターなど、公共施設にも備蓄があるので個人で準備しなくてもいいのではと思っている。自分の考

えを改める必要があると感じた。 

・備蓄しておかなければならないことは分かっているが、緊迫性を感じないため高い値段を出して買

う勇気がない。もう少しお手軽に買えるものがあればいいのにと思う。 

・今住んでいる場所が洪水や崖崩れ等の心配がない場所であるため、災害について危機感がない。し

ないといけない事は分かっていながら災害対策をしていない。 

・基本的には自分で対処をする予定で準備をしているが、食料・水に関しては不安が残る。市の方で

はどれくらいの備蓄をしているのかも分からないので、できれば知りたい。 

・現在でも台風接近時スーパー小売店から水のペットボトルやガス缶が店頭から無くなる。独居老人

や身障者世帯に対する手当を町内会単位で事前に決めるなど平時に役割を決めていて欲しい。 

・何かの機会がないと災害時の備蓄の必要性を忘れてしまうので、今回アンケートを契機に災害時に

必要な備蓄品等を考えてみたい。 

・県独自の防災アプリ「ふくおか防災ナビ・まもるくん」について、ほとんど聞いたことがなかっ

た。もっとメディアや広報誌などを通して PR してほしい。 

・あれもこれもと準備するとけっこう場所を取るし、いざという時に持ち出せる量ではなくなるため

困っているところ。県独自のアプリがあるとは知らなかったため活用したい。 

・このアンケートを答えるまで、災害時の備蓄について考えたこともなかった。災害に対する備蓄を

呼びかける活動も必要なのかもしれない。 

・買いだめしているけれども時と場合によっては切らしてしまうため、その時に災害が来てしまうと

怖いなという気持ちはある。 

・近くの避難場所にどれくらいの備蓄品があるか地域住民に開示しておくと、有事の際にしている住

民全員で情報の握り合いができる。 

・災害時の備蓄用品を購入しようと思いますが、一つ一つの値段が高くまだ用意できていない。市政

から少しの補助があればと思う。 

・以前関東に住んでいた際には一通りの品を入れた非常袋を準備していた。福岡に転居し「災害の少

ない県だから」と袋の中身はバラしてしまった。考えてみれば何の根拠も無い訳で、考え直すべき

だなと思う。 

・災害時の備蓄に関して、市町村との連携も重要である。例えば、県と市町村との備蓄の分担や役割

なども説明すべきだと思う。 

・具体的にどんなものがあれば、備蓄として成り立つのかわからないため、もっと発信してほしい。 

・アレルギー対応食の備蓄が進むと良いと思う。 

・災害が近くである度に備えや備蓄が必要だと思い購入しようと思うが、いつも日々の忙しさで見送

ってしまう。備蓄の必要性はよく耳にしている。どこかでまとめて購入ができる場所があったらい

いと思う。 


